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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第82期

第２四半期連結
累計期間

第82期
第２四半期連結
会計期間

第81期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高（千円） 3,812,306 1,805,125 6,941,625

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
42,846 △7,293 138,651

四半期（当期）純損失（△）（千

円）
△37,586 △63,004 △302,071

純資産額（千円） － 1,835,238 2,070,612

総資産額（千円） － 9,158,282 8,970,686

１株当たり純資産額（円） － 185.04 204.91

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）金額（円）
△3.55 △5.97 △28.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 21.1 24.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△246,704 － 548,349

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△54,427 － △367,367

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
196,230 － △463,964

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 642,058 746,959

従業員数（人） － 208 211

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　 当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 208  

（注）従業員数は就業人員数であります。

　

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 141  

（注）従業員数は就業人員数であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を示すと、次のとおりであります。

　                                                   （単位：千円）

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日　
　　至　平成20年９月30日）

濾過助剤 932,000

建材・充填剤 293,022

その他 38,077

合計 1,263,100

　（注）１　金額は販売価格によります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2)商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を示すと、次のとおりであります。

　                                                   （単位：千円）

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日　
　　至　平成20年９月30日）

濾過助剤 159,239

化成品 337,008

その他 86,875

合計 583,122

（注）１　金額は販売価格によります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を示すと、次のとおりであります。

　                                                   （単位：千円）

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日　
　　至　平成20年９月30日）

濾過助剤 1,060,914

建材・充填剤 305,455

化成品 337,008

その他 101,746

合計 1,805,125

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社、以下

同様）が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

　　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油価格の高騰や米国のサブプライムローン問題の深刻化に

　よる金融市場の信用収縮によって、景気の先行きに対する不透明感が一層強まっております。

　　当業界におきましても原油価格高騰が製造コストの上昇を招いており、収益面で厳しい状況が続いております。　　

　　このような経営環境の中、当社グループにおきましては、売上目標達成のため、珪藻土・パーライト製品の拡販　

　に努めると共に、原油価格の高騰に対応すべく、製造工程の見直しと販売管理費の削減及び製品価格の改定を行い

　ました。その結果、売上高は18億５百万円となりました。

　　利益面におきましては、全社を上げたコストダウンに努めると共に、製品価格の改定を行ったものの、売上原価

　上昇分を吸収するには至らず、経常損失が７百万円となりました。

　　また、投資有価証券評価損61百万円等を特別損失として計上した結果、四半期純損失が63百万円となりました。

　

　また、事業の種類別セグメントが存在しておりませんので、製品別の業績を記載すると次のとおりであります。

　　

　①　濾過助剤　

　　　主力製品である濾過助剤につきましては、甘味料業界向け製品が順調に推移しました。一方でごみ焼却場向け　　　　　

　　製品が伸び悩み、前年同期の水準を下回りました。

　　　この結果、売上高は10億60百万円となりました。

　

　②　建材・充填剤　

　　　乾式工法建材向けパーライト製品が順調に推移しました。　　　

　　　この結果、売上高は３億５百万円となりました。

　

　③　化成品　

　　　プール用塩素剤が順調に推移しました。一方で浄化槽用塩素剤が前年同期の水準を下回りました。　

　　この結果、売上高は３億37百万円となりました。

　

　④　その他製品等　

　　　自動塩素供給機の販売が前年同期に比べ微増しました。

　　　この結果、売上高は１億１百万円となりました。

　

　　　所在地別の業績は、日本以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため記載すべき事項は　　

　　ありません。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結

会計期間末より223百万円減少し、642百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュフロー）

　営業活動の結果使用した資金は、90百万円となりました。

　これは、主に投資有価証券評価損の増加額61百万円に対し、税金等調整前当期純損益の減少額86百万円、たな卸資産

の増加額50百万円があったことによります。

（投資活動によるキャッシュフロー）

　投資活動の結果使用した資金は、10百万円となりました。

　これは、主に定期預金の払戻による収入206百万円があったことに対し、定期預金の預入による支出149百万円、有形

固定資産の取得による支出49百万円、その他による支出18百万円があったことによります。

（財務活動によるキャッシュフロー）

　財務活動の結果使用した資金は、121百万円となりました。

　これは、主に社債発行による収入292百万円に対し、短期借入金の返済による支出254百万円、社債の償還による支出

95百万円、自己株式の取得による支出50百万円があったことによります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は、総額17百万円であります。

　  なお、当第２四半期連結会計期間において、研究開発活動の重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

　提出会社

事業所
(所在地)

投資予定金額

設備の主な内容

着工及び完了予定
完成後の生
産能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着工 完了

　秋田工場

　（秋田県北秋田市）
8,800 － 　分級機更新工事 平成21年１月　 平成21年１月　 －

　岡山工場

　（岡山県真庭市）
10,000 － 　キルン改修工事 平成21年２月 平成21年２月　 －

　岡山工場

　（岡山県真庭市）
8,000 － 　タンク増設工事 平成21年２月　 平成21年２月　 －

　（注）上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,979,000 11,979,000

東京証券取引所

（市場第二部）

名古屋証券取引所

（市場第二部）

－

計 11,979,000 11,979,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

 資本準備金
 増減額
（千円）

 資本準備金
 残高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－　 11,979,000 　－ 598,950 　－ 527,529
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　シグマ株式会社 　東京都港区白金６丁目16番20号 2,129 17.8

　石橋　俊一郎 　東京都品川区 1,140 9.5

　財団法人石橋奨学会 　福岡県福岡市博多区中呉服町２番１号 1,000 8.3

　昭和化学工業株式会社 　東京都目黒区下目黒２丁目23番18号 976 8.2

　朝日生命保険相互会社 　東京都千代田区大手町２丁目６番１号 770 6.4

　白山工業株式会社 　東京都目黒区下目黒２丁目23番18号 486 4.1

　株式会社三井住友銀行 　東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 420 3.5

　東興パーライト工業株式会社 　東京都目黒区下目黒２丁目23番18号 392 3.3

　石橋　健藏 　東京都港区 357 3.0

　株式会社みずほ銀行 　東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 331 2.8

計 － 8,002 66.8
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（６）【議決権の状況】

　

①【発行済株式】　

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　1,854,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式　 10,064,000 10,064 　－

単元未満株式 普通株式　　 　61,000 － 　－

発行済株式総数 11,979,000 － －

総株主の議決権 －　 10,064 －

　（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式987株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が25,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数25個が含まれております。

　②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

昭和化学工業株式会社
東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
976,000 －　 976,000 8.1

白山工業株式会社
東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
486,000 －　 486,000 4.1

東興パーライト工業

株式会社

東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
392,000 － 392,000 3.3

計 － 1,854,000 　－ 1,854,000 15.5

　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 354 375 370 301 320 325

最低(円) 350 280 300 290 298 300

　(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、八重洲監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※3
 1,052,586

※3
 1,194,767

受取手形及び売掛金 2,654,745 2,172,152

商品 27,943 26,886

製品 274,996 238,145

原材料 148,768 101,348

仕掛品 237,877 231,427

繰延税金資産 39,967 39,187

その他 98,958 78,983

貸倒引当金 △5,828 △3,318

流動資産合計 4,530,015 4,079,580

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※3
 1,013,906

※1, ※3
 1,033,882

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 525,741

※1
 535,533

土地及び原料用地（純額） ※1, ※3
 846,481

※1, ※3
 852,972

その他（純額） ※1
 53,881

※1
 44,118

有形固定資産合計 2,440,010 2,466,506

無形固定資産

のれん ※4
 95,105

※4
 111,158

その他 23,918 27,465

無形固定資産合計 119,024 138,623

投資その他の資産

投資有価証券 ※3
 1,107,419

※3
 1,242,214

長期貸付金 123,404 143,665

繰延税金資産 267,172 251,365

その他 662,451 721,722

貸倒引当金 △91,215 △72,991

投資その他の資産合計 2,069,232 2,285,977

固定資産合計 4,628,267 4,891,106

資産合計 9,158,282 8,970,686
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,053,683 828,389

短期借入金 ※3
 3,083,020

※3
 2,789,720

1年内償還予定の社債 496,000 ※3
 406,000

未払法人税等 17,723 71,245

賞与引当金 46,328 42,751

繰延税金負債 － 122

その他 260,554 316,678

流動負債合計 4,957,310 4,454,905

固定負債

社債 1,088,000 ※3
 1,161,000

長期借入金 ※3
 228,190

※3
 233,150

退職給付引当金 654,278 655,049

役員退職慰労引当金 379,140 378,576

繰延税金負債 16,125 17,392

固定負債合計 2,365,733 2,445,168

負債合計 7,323,044 6,900,074

純資産の部

株主資本

資本金 598,950 598,950

資本剰余金 621,917 621,620

利益剰余金 1,280,516 1,369,553

自己株式 ※3
 △461,055

※3
 △410,940

株主資本合計 2,040,328 2,179,182

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △106,566 △3,764

評価・換算差額等合計 △106,566 △3,764

少数株主持分 ※3
 △98,523

※3
 △104,805

純資産合計 1,835,238 2,070,612

負債純資産合計 9,158,282 8,970,686
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 3,812,306

売上原価 2,658,902

売上総利益 1,153,403

販売費及び一般管理費 ※1
 1,095,466

営業利益 57,936

営業外収益

受取利息及び配当金 17,953

その他 37,864

営業外収益合計 55,817

営業外費用

支払利息 50,439

その他 20,467

営業外費用合計 70,907

経常利益 42,846

特別利益

受取保険金 7,613

特別利益合計 7,613

特別損失

投資有価証券評価損 61,150

貸倒引当金繰入額 18,233

その他 3,941

特別損失合計 83,324

税金等調整前四半期純損失（△） △32,863

法人税、住民税及び事業税 9,947

法人税等調整額 △11,681

法人税等合計 △1,734

少数株主利益 6,456

四半期純損失（△） △37,586
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 1,805,125

売上原価 1,258,348

売上総利益 546,776

販売費及び一般管理費 ※1
 541,400

営業利益 5,375

営業外収益

受取利息及び配当金 7,102

その他 19,261

営業外収益合計 26,364

営業外費用

支払利息 25,372

その他 13,662

営業外費用合計 39,034

経常利益 △7,293

特別損失

投資有価証券評価損 61,150

貸倒引当金繰入額 14,952

その他 3,201

特別損失合計 79,303

税金等調整前四半期純損失（△） △86,597

法人税、住民税及び事業税 △1,666

法人税等調整額 △24,692

法人税等合計 △26,359

少数株主利益 2,766

四半期純損失（△） △63,004
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △32,863

減価償却費 114,559

のれん償却額 16,052

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,501

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,577

退職給付引当金の増減額（△は減少） △771

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 564

受取利息及び受取配当金 △17,953

支払利息 50,439

投資有価証券評価損益（△は益） 61,150

貸倒引当金繰入額（特別損失） 18,233

売上債権の増減額（△は増加） △482,592

たな卸資産の増減額（△は増加） △97,502

仕入債務の増減額（△は減少） 243,092

その他 △37,633

小計 △159,148

利息及び配当金の受取額 18,736

利息の支払額 △52,478

法人税等の支払額 △53,814

営業活動によるキャッシュ・フロー △246,704

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △297,345

定期預金の払戻による収入 399,625

有形固定資産の取得による支出 △126,143

その他 △30,563

投資活動によるキャッシュ・フロー △54,427

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 315,500

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △127,160

社債の発行による収入 292,158

社債の償還による支出 △283,000

自己株式の処分による収入 540

自己株式の取得による支出 △50,357

配当金の支払額 △51,450

財務活動によるキャッシュ・フロー 196,230

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △104,900

現金及び現金同等物の期首残高 746,959

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 642,058
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

　棚卸資産　

　　通常の販売目的で保有する棚卸資産につ

いては、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号　

平成18年７月５日）が適用されたことに

伴い、主として総平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）により算

定しております。

　　これにより、当第２四半期連結累計期間

の営業利益、経常利益がそれぞれ3,504千

円減少し、税金等調整前四半期純損失が

3,504千円増加しております。　

　

　 (2)リース取引に係る会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっておりました

が、「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準第13号（平成５年６月17

日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正））及び「リース取引に

関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日

（日本公認会計士協会　会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以後開始する連結会計年度

に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになった　ことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法を採用しております。

　なお、適用初年度開始前のリース取引で

本会計基準に基づき所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引と判定されたものに

ついては、引き続き通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理を適用してお

ります。

　これによる営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純損失に与える影響はあ

りません。

【簡便な会計処理】
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　　固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している資産については、

連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっておりま

す。

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　 　該当事項はありません。

 

 

 

 

 

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　 （有形固定資産の耐用年数の変更）

　　当社は平成20年４月30日に公布された　

　減価償却資産の耐用年数等に関する省令

　の一部を改正する省令(財務省令第32号)

　により、法人の所有する「機械装置に関

　する法定耐用年数」が改正されたことを

　契機として見直しを行い、該当資産の耐

　用年数を変更しております。

　　これにより、当第２四半期連結累計期

　間の営業利益、経常利益がそれぞれ

　8,497千円減少し、税金等調整前四半期

　純損失が8,497千円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

　※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,491,465千

　　　円であります。

　

　　２　受取手形割引高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　     84,937千円

　

　 ※３　担保資産

　　　(1)担保差入資産等　

預金   164,000千円

建物 207,909千円

土地 274,949千円

投資有価証券 110,000千円

連結子会社の所有する親会社株

式
236,856千円

計 993,716千円
　

　　　(2)債務の内容

短期借入金   190,000千円

長期借入金※ 381,810千円

計 571,810千円

　

　

※長期借入金には、１年以内返済予定の長期借入

金を含んでおります。

　

　

　 ※４　のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは、相殺表示しておりま

す。相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん   129,601千円

負ののれん 34,495千円

差引     95,105千円

　※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,385,650千

　　　円であります。　

　

　　２　受取手形割引高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 61,870千円

　

  ※３　担保資産

　　　(1)担保差入資産等　

預金    266,620千円

建物    213,053千円

土地 274,949千円

投資有価証券    112,912千円

連結子会社の所有する親会社株

式
  236,856千円

計  1,104,392千円
　

　　　(2)債務の内容

短期借入金   204,000千円

社債※ 100,000千円

長期借入金※    383,970千円

計 687,970千円

　

※社債には１年以内償還予定の社債、長期借入金

には、１年以内返済予定の長期借入金を含んでおり

ます。

　

　 ※４　のれん及び負ののれんの表示　

のれん及び負ののれんは、相殺表示しておりま

す。相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん   152,167千円

負ののれん 41,009千円

差引    111,158千円
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（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　は次のとおりであります。

発送費 364,393千円

貸倒引当金繰

入額

3,315千円

賞与引当金繰

入額

23,692千円

退職給付費用 17,975千円

役員退職慰労

引当金繰入額
1,734千円

減価償却費 11,688千円

のれん償却額 16,052千円

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　は次のとおりであります。

発送費 183,971千円

貸倒引当金繰

入額

1,097千円

賞与引当金繰

入額

21,691千円

退職給付費用 8,901千円

役員退職慰労

引当金繰入額
867千円

減価償却費 5,982千円

のれん償却額 8,026千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

 ※ 　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

　

　　現金及び預金勘定 1,052,586

　　預入期間が３か月を超える定期預

金
△410,528

　　現金及び現金同等物 642,058
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　11,979,000株

　

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　 1,528,616株

　

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

　

　

４．配当に関する事項

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 55,840 利益剰余金 5 平成20年3月31日 平成20年6月30日

５．株主資本の金額の著しい移動

　　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）　

　珪藻土・パーライト事業セグメント単一ですので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　

　

　

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

　

　

　

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

　ません。　

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ　

ん。　

　

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 185.04円 １株当たり純資産額 204.91円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額

（△）
△3.55円

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額

（△）
△5.97円

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。　

　

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（△）（千円） △37,586 △63,004

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △37,586 △63,004

期中平均株式数（千株） 10,588 10,560

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。
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（リース取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末において、リース取引残高は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　   該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２０年１１月１４日

昭和化学工業株式会社

取締役会　御中

　八重洲監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 原田　清　　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 原田　一雄　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 久具　壽男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和化学工業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和化学工業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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